
　■　２００６年３月19日（木曜日）

～「福井元気宣言」固めの予算！～

　西川知事が掲げるマニフ
ェスト「福井元気宣言」。
平成18年度は、その最終
年次に当る「固めの年」で
す。
　そこで新年度は、景気回
復傾向にある本県経済の一
層の活性化や農林水産業の
新たな展開などの産業振興
のほか、「少子化対策」や
「健康長寿ふくい」「県民
生活の安全･安心」「高速
交通体系の整備促進とまち
づくり」など9つを重点課
題として、予算編成を行い
ました。
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　昨年実施した「福井元気宣言」に対する中間評価の結
果を踏まえ、課題が指摘された農業、環境、景観等の分
野の施策を強化しました。

　国庫補助事業でなくなり、より自由に進められるよう
になった事業については、毎年度の成果目標を明確に
し、その達成度によって次年度予算の伸ばし方や配分額
を連動させるシステムを試行的に導入しました。

　少子化対策や子どもの安全・安心、防犯体制などの分
野において県民の皆さんとの協働事業をさらに充実・発
展させました。
　また、住民に最も身近な基礎自治体である市町との協
働を積極的に進めるとともに、「官から民へ」という流
れの中で、企業などの民間活力を県政に積極的に活用し
ます。

　既存の事業や施設の有効活用など、職員が創意工夫を
凝らし、特別な予算措置を伴わない事業を推し進め、職
員が自主的に、新たな課題に迅速・的確に対応していく
職場風土を醸成していきます。

　「予算編成過程への県民参加」に寄せられたご意見・
ご提言や、「ふくい女性会議」、「座ぶとん集会」など
で直接県民の皆さんからお聞きしたご意見などを事業に
活かしました。

挑戦（チャレンジ）ふく
いの推進
　平成15年度に策定した「挑戦
（チャレンジ）ふくい」に基づ
き、新規創業支援、企業誘致、雇
用対策などに積極的に取組み、全
国、世界に通用する最先端の技
術・新製品の開発や中小の地場産
業の育成、中心市街地の商店街の
活性化を支援します。

観光誘客（ビジットふく
い）
　民宿や、エコ・グリーンツーリ
ズム、伝統工芸品産業を、観光誘
客の新たなカンフル剤となるよ
う、旅行商品の開発や、民宿組合
等への支援を行います。

県工業技術センター先端技術（レー
ザ）研究

観光客誘致を目指し、韓国の旅行業者
に県内観光地をＰＲ

リーター・ニート対策
　定年を迎える団塊の世代で、田舎暮らしを希望する都市に住む人が「新
ふくい人」として本県に定住・居住するよう市町とともに働きかけ、住ま
いの確保や就職等を支援します。
　また、県内のフリーターやニートの就職や社会参加の促進に向け、研修
や労働体験などを実施します。

エネルギー研究開発拠点化計画の推進
　地域と原子力の自立的な連携を目指し、本県をエネルギーの総合的な研
究開発拠点地域とするために策定されたエネルギー研究開発拠点化計画。
産学官等の幅広い参画を得て、会議を設置し、この計画を推進していま
す。

原子力・エネルギー技術を活用し
た新商品の開発研究に取り組む嶺
南地域の企業等を支援し、技術移
転を促進するとともに、原子力関
連技術者を育成するため、原子力
発電所内でのより実践的な研修を
行います。

技術力向上を目指す原子力関連業務従事者研修

担い手の育成
　地域が一体となった集落営農組
織や意欲的に農業に従事する認定

地産地消の新展開とふくい野菜の販売促進
　単に「地域の食材を売る」ことから、「地域の食材を加工・調理して提
供する」というマーケティングの考えを取り入れ、新たな商品開発や直売
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農業者を育成し、「家業から企業
へ」の流れを加速させます。
　また、平成19年度から国の新た
な経営安定策の対象となる水田面
積を現在の24％から3年間で倍増
します。
　スイカ、ウメ、ラッキョウ、ス
イセン等の園芸品目については、
生産目標を明確に掲げ、生産拡大
のための環境整備を進めます。

福井米の販売促進
　コシヒカリ育成50周年を記念し
たさまざまなイベントを開催し、
県外にＰＲするとともに、平成18
年度から県外流通が始まる新品種
「イクヒカリ」のブランド化を促
進します。

農業の新たな担い手づくりを推進

イクヒカリの試食販売風景

市の開催・PRを行うなど、地産地消の新たな展開を図ります。
　また、スイカ、勝山水菜などを「健康長寿ふくいの野菜」として全国に
発信し、販売を促進します。

豊かな自然に恵まれた福井にはおいしい野菜がいっぱい

ふくい3人っ子応援プロジェクト
　3人目以降の子どもについて、生まれる前の妊婦検診から、3歳に達す
るまでの保育料等の公的サービスを原則無料で受けられる「ふくい３人っ
子応援プロジェクト」を推進するとともに、子どもを３人以上持ってほし
いというメッセージとして強力にアピールします。
　また、不妊治療を受けている夫婦に対する助成も拡充します。

※例えば年収が550万円程度で子どもが3人（1、3、5歳）い
る家庭では、3人目の子どもについては、病児保育等の利用回
数にもよりますが、年間約5万～8万円程度の保育費がかかっ
ています。
　「ふくい3人っ子応援プロジェクト」により、この経費は全
て無料になります。また、3人目の出産時には、妊婦健診の自
己負担分約7万～8万円も無料になります。

子育て支援
　「子育てマイスター」の活動を一層活性化し、子育ての不安･悩
みの解消を図ります。また、子育てしやすい労働環境の整備を促進
し、父親の子育て力のアップや、働く意欲のある女性の再就職を支
援します。

健康寿命
　県民の平均寿命は男女とも全国第2位、また、健康寿命は、男性は全国
第2位、女性は全国第10位です。これをさらに延ばし、「健康長寿」な
福井県を確固なものにするため、全国に先駆けて、健康と若さを保ちなが
ら年を重ねる「アンチエイジング」医学や「メタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）」の考え方を取り入れ、かかりつけ医が行う日頃の健
康診断の充実を図ります。

ウエスト周囲径を測って健康チェック

食育の推進
　「食育」先進県として、新た
に「魚がさばける福井人」を育
成する県民運動の展開や、食べ
残しを減らす活動の推進、学校
に配置されている栄養教諭の数
を増やします。

学校･地域・家庭で、さらなる食育を促
進

子どもの教育の充実
　平成16年度に策定した「元気福井っ子笑顔プラン」に基づき、複数の
先生によるティーム・ティーチング等のきめこまかな教員配置や、教科指
導の強化、不登校等の未然防止等に向けた少人数学級編制を計画的・段階
的に導入します。
　また、教員の資質向上に努め、未来を担う子どもたち一人ひとりの可能
性を伸ばす教育環境を整備します。

県立大学の充実
　平成19年4月の公立大学法人化に向けた取り組みを進めるとと
もに、生物資源学部の教育プログラムについて、技術者としての質
を保証するJABEE（日本技術者教育認定機構）の認定審査を受け
るためのカリキュラムの充実を図ります。



高校生の英会話能力育成に向けた取り組みも強化 平成19年度の法人化を目指す県立大学

子どもの安全・安心の確保
　「子ども安全・安心パワーアップ事業」として学校への防犯ビデオの設
置や自治会、PTA等が実施する見守り活動に要する経費を県が支援しま
す。
また、声かけ事案の発生状況等をインターネットで地図上に示すシステム
を整備し、学校関係者や保護者の見守り活動を支援します。
　昨年に引き続き「福井治安回復プログラム2006」を策定し、「子ども
の安全・安心の確保」に重点的に取り組む他、「一戸一灯運動」の促進、
「鍵かけ」の呼びかけ等により、女性の防犯安全対策の強化等に取り組み
ます。

地域が一体となって子どもの安全を守りましょう

雪害対策
　平成18年豪雪を踏まえ、高速道路等における雪害対策の強化、
子どもの通学路等における安全確保を図るための、小学校周辺の歩
道除雪、雪下ろし等による死傷者事故の防止、迅速な情報の提供等
に努めます。

福井豪雨災害対策
　足羽川「河川激甚災害対策特別緊急事業」については、平成20
年度の完成を目指して堤防補強工事の他、桜橋からＪＲ線までの河
床の掘削等の工事を着実に進めます。
　また、足羽川上流部や鞍谷川についての河川拡幅、護岸工事や山
間集落等における砂防治山工事を着実に進めます。

足羽川で進む河床掘削工事

北陸新幹線
　昨年6月に着工した福井駅部に
ついて、本年秋には埋蔵文化財調
査を終え高架橋工事に着手し、平
成20年度の完成を目指します。
　今後、金沢開業と同時期での福
井開業、敦賀までの早期認可およ
び整備に向けたスキームの早期見
直しに向け、全力を尽くします。

高速道路
中日本および西日本高速道路
（株）による整備が決定した舞鶴
若狭自動車道について、早期に事
業が進むよう、新会社に対する要
請を強化します。
　中部縦貫自動車道については、
永平寺西･永平寺東間の平成18年
度中の供用開始および上志比・勝
山間の平成19年度中の供用開始
を目指すとともに、大野～油坂道
路の整備計画組入れに向けて働き
かけを行います。

昨年6月、北陸新幹線の福井駅部建設工
事がスタート

整備が進む舞鶴若狭自動車道

まちづくり
　県都福井市の中心部の整備については、福井市とともに、福井駅
西口駅前広場の整備や西口中央地区の再開発に取り組んでいきま
す。
　今年秋、新快速が乗入れる敦賀のまちづくりについては、中心市
街地の空き店舗対策や、観光用の自転車タクシーの活用、港へ向か
う道路にオレンジ色の道路照明を整備するなど、みなと街・敦賀の
魅力づくりを、県と市等が協働して進めます。

敦賀市金ヶ崎付近

歴史的遺産の保全・活用
　　全国で初めて「伝統的民家の保存および活用の推進に関する条例」を
制定し、ふるさと福井の象徴として保存継承していく価値のあるものを積
極的に保存していきます。
　また、丸岡城とともに「日本百名城」に選定された一乗谷城の発掘調査
に着手し、観光振興の目玉となるような整備計画の策定につなげます。
　中央公園と福井城址を結ぶ「御廊下橋」復元のための調査等も実施しま
す。

福井の貴重な歴史的遺産を観光の目玉に

ラムサール条約湿地「三方五湖」の再生
　ラムサール条約湿地に登録された「三方五湖」では水質浄化の研
究を行うなど、地域ブランドとして美しい三方五湖の再生を図り、
観光誘客につなげます。　また、希少な魚類の生息状況調査や田を
活用した魚類の繁殖と水鳥の餌場の確保を行うなど、湖の自然環境
の保全に努めます。

各湖の塩分濃度により様々な魚類がせい息する三方五湖



◆文化の振興　
　福井のさまざまな歴史・文化は、全国に誇ることができるブランドであ
り、私たち自身がそのすばらしさを知ることが大切です。そのため、県民
が日頃から様々な文化に親しみ、楽しめる環境づくりを推進します。

特に、多くの子どもたちが本
物の芸術文化を鑑賞・体験で
きるよう、県立音楽堂におけ
る「児童・園児向けのコンサ
ート」や若手演奏家等による
出張演奏会などを実施。
　県立図書館においては、本
県出身作家の愛蔵品や直筆原
稿等を展示・紹介する「ふる
さと文学コーナー（仮称）」
の整備などを行いします。

ふくいブランドの展開
アニバーサリーの活用
明治から大正にかけて活躍し
た日本美術界のリーダー・岡
倉天心の著書「The Book
of Tea（茶の本）」が出版
から100周年を迎えます。
これを契機として、「美
術」、「外国語」、「お茶」
を切り口として記念事業を実
施し、県民に天心の偉業につ
いて理解を深めてもらうとと
もに、その魅力を全国にPR
します。

子どもたちが音楽など本物の芸術文化に触れ
る機会を創出

県が取得した岡倉天心著作の初版本

　また、平成19年の継体天皇即位1500周年に向け大阪府枚方市
でセミナーを開催します。

恐竜のブランド化　
　化石の発掘が全国一の恐竜を、本県のブランドとして全国にＰＲ
するため、出前講座の開催や、化石発掘現場ツアーの実施、魅力あ
る恐竜博物館ミュージアムショップの運営などを推進します。　

恐竜のを「ふくいブランド」として全国にアピール

「考福学（こうふくがく）」運動
　子どもから大人まで、県民一人ひとりが、産業、文化、自然、歴
史など「実は福井」で生まれ、埋もれている様々な地域資源の魅力
を発見・再認識し、自らが「かたりべ」として、外に向かって語っ
て聞かせる「考福学」運動を展開していきます。
　また、地名の由来や祭り、方言、食などを次世代に確実に継承し
ていくため、「平成ふくい風土記」（仮称）の作成に着手します。
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